
当社グループの企業理念「なによりも健やかな暮らしのために」には、ジェネリック医薬品事業を

中核に、社会とともに持続的に発展するヘルスケア企業グループとして、ひとりでも多くの人々の

健康に貢献していきたいという願いを込めています。この理念・ビジョンが事業活動のなかで徹底

されていることが、揺るぎない信頼につながると考えています。そして、当社グループの一番大

きな責任であり存在意義は、中核ビジネスであるジェネリック医薬品事業において、品質の良い

ジェネリック医薬品を必要なときに必要な量だけ供給できるような状況をつくり上げることです。

「なによりも健やかな暮らしのために」、また沢井製薬の「なによりも患者さんのために」という

企業理念に魅了されて入社してくる多くの社員が、グループの企業文化を形づくっています。

新たに加わった皆さんにも、理念をしっかりと落とし込み、これが当社グループの強みであると

明言できるようにしていく。これは永遠のテーマです。今後も、企業理念の具現化に全社員の力を

結集し、不断の努力を重ねながら、すべてのステークホルダーの皆さまの期待に応えるべく挑戦

してまいります。

毎年の薬価改定によって、率先して設備投資をしても成果に反映されにくいことを良くご存じで、

「制度を変えなければ、インフラとして成り立たなくなる」という考えに賛同いただいていると感じ

ています。

ジェネリック医薬品事業の持続性が保たれなくなれば、国民の医療費負担は増すばかりです。

また、国内メーカーの経営が成り立たず海外メーカーに依存するようになると、海外にお金が

流れていきます。国民の健康と安全を守る健康安全保障上も、医薬品は国産のジェネリック医薬品

であるべきだという期待に、当社グループは応えていく必要があります。

当社グループを応援してくださっている株主の皆さまへの還元として、配当性向30%を目処と

する安定配当を基本とし、この方針が今後もしっかり達成・継続できるよう経営をしていきたい

と考えています。

代表取締役会長兼社長
（グループCEO兼グループCOO）
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日本の医薬品産業のなかで、ジェネリック医薬品は数量

シェア80%達成という目標のもと、新薬事業との区分の

明確化が急速に進んできました。これは、日本の医療保険

制度の持続性を担保するうえで必要な施策でした。また

その使用は、患者さんの経済的負担軽減の観点からも推奨

され、今やジェネリック医薬品はすべての国民にとって必要

不可欠なものとなっているだけでなく、社会全体のSDGs

の推進にも様々な側面で寄与しています。

一方で、ふたつの大きな問題点が明らかになってきました。

ひとつは、いくつかの会社で製品の信頼を揺るがす事案が発

生してしまったことに起因する、品質に対する不安です。もう

ひとつは、新薬以上に毎年の薬価改定の影響を受けることに

よる、ジェネリック医薬品業界全体としての事業継続性です。

このような難しい事業環境のなか、新たにサワイグループ

ホールディングスの経営に社外から参画する機会をいた

だきました。当社は、市場シェア、製品に関わるトラック

レコード、財務体質の健全性、いずれの点でも、この難しい

事業環境を乗り越え、長期的に成長しつつ、人々の健康に

資する可能性を有する企業と考えています。

業界としては、今直面している品質への不安、過剰な製造

販売業者数と、それに起因する薬価下落圧力を克服していか

なければなりません。このうち品質問題については、業界

全体が次のステップに変化を遂げるチャンスとも考えられ

ます。業界各社では、コンプライアンス・ガバナンスと品質

2022年度の国内における医療用医薬品全体の売上は

10.9兆円と過去最大でしたが、2015年以降のトレンドを

見ますと10.5兆円から11兆円の間でほぼ横ばいで、この

トレンドは今後も続きます。高価な新薬が売上・シェアを

伸ばすなかで、ジェネリック医薬品メーカーの淘汰・選別

は新薬メーカーよりも先に生じると予測しています。その

なかで生き残っていくカギは、市場においてプレゼンスの

ある生産数量を確保すること、加えて高いコスト競争力と

特許切れ医薬品の迅速な開発力の2点だと考えています。

医薬品産業では他の産業以上に、イノベーションにとって

大切な要素である「人への投資」と「人財のダイバーシティ」

が大切です。新薬事業では、新薬の創製や開発にスペシャ

リティの高い個人の能力が求められるのに対し、ジェネ

リック医薬品事業では、生産数量拡大・患者目線の品質・

高いコスト競争力を同時に高めていく、別のタイプの継続的

イノベーションが必要です。社外取締役として、経営サイド

が必要な人的資本に対する投資、特に高いスペシャリティ

を持つ人財とダイバーシティ確保に力を注ぐことを注視

していきたいと考えています。
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2022年度、当社グループの売上収益は初めて2,000億円を突破しました。Sawai Group 

Vision 2030の数値目標達成に向けた今後の成長戦略については、グループ戦略会議でしっか

りと議論をしています。成長のための投資については、個別の小さい投資についても、投資に関

する委員会で検討してグループ戦略会議に上げることで、ガバナンスを効かせ、コントロールし

ています。

特に今後の投資分野として重視しているのは、研究開発です。ジェネリック医薬品事業はもち

ろん、新規事業も研究開発が重要になってきますので、しっかりと議論し、将来、収益として“刈り

取り”ができるようなものに投資をしていきたいと考えています。投資の原資となる資金は、これ

まで設備投資等を含めて営業キャッシュ・フローのなかでコントロールしてきましたが、大きな

資金も使うようになってきましたので、今後は、銀行からの借入れを中心に調達していく方針

です。ROEも意識し、借入れや社債の発行でレバレッジを効かせていくことも検討していきます。

昨今、投資家の皆さまとの対話を通じて感じているのは、「日本の医療インフラであるジェネ

リック医薬品を支えるのはサワイさんしかない」という当社グループに対する期待の大きさです。

日本事業 売上収益

新規事業 売上収益

米国事業 売上収益

売上収益合計

ROE

1,637億円

̶

366億円

2,003億円

6.5%

2,600億円

800億円

600億円

4,000億円

10%以上

2022年度実績 2030年度目標

Sawai Group Vision 2030 目標及び前提数値

を最優先とする体制の強化に資する施策を推進していま

すが、経営層が生産量や承認獲得期日などについて達成

不可能な目標を現場に強いていないか、十分な人的資本

の裏付けを供与しているかも、重視すべきポイントです。

社外取締役としては、現場のガバナンスの実効性とともに、

経営サイドの目標が当社の実力に見合った健全なものか

どうかをチェックしていくことが大切だと考えています。

国民にとって必要不可欠な存在となった一方で、
課題が明らかになってきたジェネリック医薬品

品質問題は、業界が変化を遂げるチャンス

生き残りのカギとなる「人への投資」を注視

厳しい事業環境を乗り越え、
長期的に人々の健康に資する企業に

「なによりも健やかな暮らしのために」「なによりも患者さんのために」
企業理念を具現化していく不断の努力を続け、期待に応えてまいります
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